
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 

2023 年 12 月 

徳島大学病院 

山桃の会 

糖尿病臨床・ 

研究開発センター 

 

糖尿病があると骨折のリスクが約 2 倍高い！ 

【 骨折を予防するには 】 

糖尿病患者の骨折危険因子 

・胸腰椎レントゲン撮影：圧迫骨折 

の確認 

・DXA（デキサ）：骨密度測定 など 

 

 

【 検査 】 

＜糖尿病合併症そのものが骨折のリスク＞ 

・網膜症：視力障害による転倒 

・神経障害：足のしびれや違和感、痛みによる転倒 

けがをしやすい 

・腎症：腎機能の低下が進むとカルシウムの吸収が 

悪くなり、骨の健康も損なわれる 

合併症が発症・進展しないように血糖管理しましょう！ 

健康的な生活習慣を心がけましょう！ 

【 薬による治療 】 

骨粗しょう症の程度に応じた薬物治療が行われています。 

・活性型ビタミン D 薬 

・ビスホスホネート薬 

などがあります。主治医と相談しましょう。 

骨粗しょう症とは、骨密度及び骨質の低下により骨強度（骨の強

さ）が低下し骨折しやすい状態です。骨の強さは、鉄筋のような

働きをする骨質とそれを補強するコンクリートのような働きをする

骨密度で構成されます（骨強度＝骨質+骨密度、右図）。 

高血糖は、骨質を劣化させると報告されています。2 型糖尿病を

持つ方で HbA1c 7.5％未満の場合は手首、脚の付け根を合わせ

た骨折発生率は糖尿病のない方と同じですが、HbA1c 7.5％以

上では 1.62 倍リスクが上昇するとの報告があります。 

生活習慣病骨折リスクに関する診療ガイド 2019 糖尿病専門医研修ガイドブック改訂第 8 版 さかえ 2020 年 10 月号 より改変 

②運動療法：筋トレ、バランス運動、散歩など 

転ばないように体をきたえましょう。 

体内でビタミン D をつくるために、 

1 日 30 分程度日光を浴びましょう。 

①食事療法：カルシウム、ビタミン D の摂取 

骨折は QOL（生活の質）や 

寿命にも影響あり 

骨粗しょう症による 

骨折を起こしやすい部位 

骨粗鬆症 | 糖尿病情報センター (ncgm.go.jp)より改変 

https://dmic.ncgm.go.jp/general/about-dm/070/050/02.html


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳島大学病院糖尿病患者会「山桃の会」・徳島県糖尿病協会 

入会のご案内 

  

「山桃の会」は、徳島県糖尿病協会および徳島大学病院の糖尿病の 

友の会です。糖尿病の方やそのご家族の方、医療従事者が入会できます。 

糖尿病に関する情報提供を行い、会員の皆さまの知識向上とより良い診療や 

療養支援を目指しております。 

 本会にご入会していただきますと、患者会や糖尿病に関するイベントのご案内、 

月刊誌 “さかえ” を毎月郵送いたします。 

「山桃の会」の年会費は、3500 円です。 

（主に日本糖尿病協会年会費、さかえ年間購読、郵送料込み） 

＊途中入会の場合は、上記を月割して、3 月 31 日までの

期間分を徴収させていただきます。 

 

毎月最新の糖尿病の情報が 

特集・企画されています。 

非常にわかりやすく書かれていて、 

読みやすい 1 冊です。 

新たな知識が増えます 

入会希望の方は、別紙入会申込書に必要事項をご記入の上、FAX でお送りください。 

入会申込書は、下記にご連絡ください。 

 

「山桃の会」 事務局 

〒770-8503 徳島市蔵本町 3-18-15 

徳島大学 糖尿病臨床・研究開発センター 

TEL：088-633-7587  FAX：088-633-7589 

Mail：ｄｔｒｃ＠tokushima-u.ac.jp 

 


